
女だからって、なんでこんなこと言わ

れなくちゃいけないの？男だからってそ

こまでやらなくちゃいけないのか？そん

な疑問を日々の生活の中で感じることは

ありませんか。 

「何となくあるけれど言葉にしにくい

女性・男性の生きづらさ」の根に性差別

があります。そうした漠然とした不満を

まず言葉にし、その正体を見極め、そし

て、その解決の方法を一緒にさぐってい

きましょう。それが、私たちの日々の生

きやすさをつくる一歩になります。 

●講師・竹信 三恵子（たけのぶ みえこ）さん・プロフィール● 
ジャーナリスト・和光大学名誉教授 
1976 年、朝日新聞社に入社。同社編集委員兼論説委員、和光大学
現代人間学部教授などを経て、2019 年退職後、同大名誉教授。ジェン
ダー差別や労働について報道を続け、「貧困や雇用劣化、非正規労働者
問題についての先駆的な報道活動」に対し 2009 年、貧困ジャーナリズム
大賞。著書に『ルポ雇用劣化不況』（岩波新書、日本労働ペンクラブ賞受
賞）、『しあわせに働ける社会へ』（岩波ジュニア新書）、『家事労働ハラ
スメント』（岩波新書）、『正社員消滅』（朝日新書）、『企業ファースト
化する日本～虚妄の＜働き方改革＞を問う』（岩波書店）など。

【申 込 締 切 】

7月2０日（土）（必着）
募集要項＆申込書は裏面へ

※第２回終了後、第８回終了後に「さんかくカレッジ」専門コース(前期講座・後期講座) 
に関するご案内をいたします。(１０分程度) 

※８回連続講座です。（一般公開講座として第1回・第7回のみの受講も可能です。）

日時 回 講義テーマ 

７/２８
（日）

13:00～14:30
第１回 
【一般公開】

日本の政治家 男女の数が逆転したらどうでしょう？
なぜ日本では政治分野への女性の進出が難しい？女性の進出で社会はどう変わる？

14:45～16:15 第２回 
家事ハラ：男の言い分 夫の家事に妻からのダメ出し-どっちが正論？！- 
多くの家事を女性が担う日本の在り方は、男性にとって、社会にとって、どうなのでしょうか？？

８/１８
（日）

13:00～14:30 第３回 
家事ハラ：女の言い分 家事=女の役割？“ワンオペ”が抱える根深い問題
家事労働ハラスメントの問題は、女性の貧困、マタハラ・パタハラ、待機児童、ワンオペ育児、介護離
職、福祉労働のブラック化等、様々な問題とつながっています。 

14:45～16:15 第４回 
物議をかもしたあのＣＭ…あなたの見解は？
ＣＭを見て、何か違和感を覚えることはありませんか？その感覚大事です！

９/８ 
(日) 

13:00～14:30 第５回 
メディアに騙されるな！表現の裏に見え隠れする「性差別」
メディアに出てくる性差別表現に鈍く、容認される社会に「ＮＯ」と言おう！ 

14:45～16:15 第６回 
被害者の方が悪者？！そんな日本でどうやってセクハラを証明できる？ 
セクハラ被害は「受けた」だけで終わらない、深刻な問題です。どうすれば理解が広まるのか？

９/２９
(日) 

13:00～14:30
第７回 
【一般公開】

驚きの「性暴力に対する無罪判決」 抵抗できて当たり前？！ 
報道される性暴力は氷山の一角です。必死で声をあげても救われない社会には、涙がでます。

14:45～16:15 第８回 
「性差別」で泣く人をつくらない社会を！-東大入学式での祝辞が意味することは？- 
すべての性差別の問題を「その程度のことで」「大げさな」と矮小化せず、向き合っていこう！

内容に関心のある方ならどなたでも受講できます！ 

性差別というと自分には関係ない？男女差別というとどうでしょう？大学入試での男女差別、圧倒的に多い
女性の非正規雇用、家事・育児・介護等の女性への負担の偏り、男性の長時間労働や経済的な責任の重
さ等、これらのことも性差別の問題とつながっています。そしてＣＭで繰り返し流される女性、男性のイメージ
は、それが当然として世代を通じて子どもたちに受け継がれます。日常生活に潜む性差別にこそ、目を向け、
女性だから…男性だから…と性別によって何かをあきらめることのない社会へ！

受講無料＆託児有 
令和元年記念！ 



■募集人数  ３０名  
■受講料 無料
■対象     内容に関心のある人。全８回出席できる人。 
■会場      岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」（住所は下記参照）
■申込方法 受講申込書に必要事項を記入し、郵送、FAX、E-mail または持参で７月２０日(土)までに下記へお申し込みください。 

申込者多数の場合は抽選により受講者を決定いたします。 
受講の決定については、７月２１日(日)以降に郵送でご案内いたします。

■その他    ＊託児について＊ 
             託児あります（無料・要事前申込・定員有（先着順）・対象：生後６か月～就学前）。 

全８回通してお申込みの受講者を優先して、託児を受付けます。 
受講申込書の託児欄に必要事項をご記入の上、お申し込みください。託児の可否は後程ご連絡いたします。 
＊一般公開講座について＊
第１回・第7回を一般公開講座とし、その回のみの受講も可能です。 

             TELまたはFAXかE-mail で氏名・住所・電話番号・一般公開講座受講希望と明記の上、 
７月２０日(土)までにお申し込みください。なお、先着順で定員を超えた場合は、お断りすることがあります。 

〒700-0822 岡山市北区表町三丁目 14 番 1-201 号   
岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」
電話  ０８６－８０３－３３５５  ファクス ０８６－８０３－３３４４  

     E-mail sankaku@city.okayama.lg.jp         

申込・問合せ先 

前期講座（講義）の出席が3分の2以上の方は、希望により後期講座（ワークショップ）のパネル等作成へ進むことができます。 

後期講座（ワークショップ）を終了した方は、公民館講座の講師や「さんかく岡山」主催講座の企画に参加でき、活動の輪が広がっていきます。

令和元年度岡山市男女共同参画大学さんかくカレッジ専門コース

女の不満・男の不満が社会を変える－性差別がなくなる日も近い？！－

※後期講座の日時については都合により変更することがあります。

日時 内容 講師等 

10月13日（日） 13時～16時 パネル作成について受講者と事務局の打ち合わせ 

10月27日（日） 13時～16時 前期講座（講義）で学んだことを市民の皆さんに

伝えることができるよう、パネルを作成します。 

講座は受講者・講師・事務局とで意見を出し合いながら、 

ワークショップ形式で進めていきます。 

竹信三恵子さん 

11月10日（日） 13時～16時 竹信三恵子さん 

1月（後日調整） 後日調整  

2月（後日調整） 後日調整  

3月15日（日） 13時～16時 パネル発表会 

講演会 

後期講座受講者 

竹信三恵子さん 

前期講座（講義）■受講者募集要項■ 

後期講座（ワークショップ）■ご案内■ 



●特徴その１● ジェンダー研究を中心とした専門的な知識をじっくりと学べます。
今年度は性差別をテーマに開講。 

性差別の問題を、ジェンダーの視点や社会との関係から、しっかり学びます。 

●特徴その２● 学びたいテーマを仲間とともに追求！ 
「さんかくカレッジ」専門コースは①前期講座(講義)⇒②後期講座(ワークショップ)の２段階で構成。 

前期講座で学んだことをもとに後期講座でパネル等を作成します。受講者仲間とともに作成する過程でさらに学びが深まります。 

●特徴その３● あなたの活躍の場を広げます♪ 
作成したパネル等をさまざまな場面で活用し、学んだことを多くの方に伝えることができるよう、公民館等関係機関に案内し、

受講者のみなさんの活躍の場をご用意します。 

きりとり線 

令和元年度岡山市男女共同参画大学「さんかくカレッジ」専門コース 前期講座(講義)  受講申込書 
ふりがな 年代 (該当に○印) 

氏名 
 20代以下 ・ 30代 ・ 40代 

50代 ・ 60代 ・ 70代 ・ 80代以上 

住所 
〒      －

連絡先 
電話 ファックス 

E-mail 

学習経験 ★該当するものがある場合は○印をつけてください（特に該当するものがなくても申込可能です）。 

・岡山市女性大学修了 ・岡山市男女共同参画大学さんかくカレッジ受講コース修了

・岡山市男女共同参画大学さんかくカレッジ専門コース修了 ・岡山市男女共同参画大学さんかくカレッジ基礎コース修了

・その他（                                                                   ） 

・特になし 

申込動機・講座に 
期待することなど 

託児 有  ・  無 

託児「有」の方 

■さんかく岡山託児室会員No.（登録済みの方）                           

■お子さん 

氏名                   生年月日 年齢

＊ ＊ ＊ 受講の流れ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ 「さんかくカレッジ」専門コースの特徴 ＊ ＊ ＊ 

前期講座
（講義）受講 

後期講座
（ワークショップ）
でパネル等作成 

パネル等完成！
発表会 

公共施設等での展示
や活動報告で 
活用を！ 

２/３（6 回）以上の
出席で希望する方は 
後期講座へ！ 

後期講座受講者で 
作成したパネルをもとに
発表 

受講後の活動の場を 
ご用意します！ 




